
　

今
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
欠
か
せ
な
い
素
材
と
な
っ
て

い
る
コ
ル
ク
。
伝
統
的
日
本
の
コ
ル
ク
フ

ロ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
50
年
前
か
ら
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
欧
米
の
コ
ル
ク
フ
ロ
ア

は
、
そ
の
年
ご
と
に
流
行
の
デ
ザ
イ
ン
が

変
化
し
て
い
る
。
形
状
・
機
能
と
し
て

は
、
少
な
く
と
も
数
度
の
革
新
的
な
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
行
っ
て
お
り
、
天
然
の
コ

ル
ク
の
良
さ
を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
驚

く
日
本
人
が
多
い
。
欧
米
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
、
日
本
で
伝
統
的
に
使
わ
れ
て
き
た
コ

ル
ク
フ
ロ
ア
と
異
な
る
新
し
く
現
代
的
な

デ
ザ
イ
ン
を
好
む
。
こ
う
し
た
興
味
深
い

文
化
的
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｏ

Ｒ
の
パ
ウ
ロ
代
表
に
尋
ね
た
。

　

コ
ル
ク
は
コ
ル
ク
樫
の
樹
皮
か
ら
作
ら

れ
る
１
０
０
％
天
然
素
材
で
あ
る
。
木
材

に
含
ま
れ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
分
が
な
い
た
め

シ
ロ
ア
リ
な
ど
の
食
害
が
な
い
。
ま
た
、

カ
ビ
も
生
え
な
い
た
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
に
効
果
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

　

使
用
済
み
コ
ル
ク
床
材
は
粉
砕
し
て
再

利
用
で
き
る
。
採
集
は
9
年
ご
と
に
木
の

皮
を
は
ぐ
の
で
、
コ
ル
ク
樫
の
森
が
そ
の

ま
ま
残
る
。
森
は
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
て
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
。
コ
ル

ポルトガル語でモンタドと呼ばれるコルク樫の森

は、原産地であるポルトガル、スペイン、フラン

ス、イタリア、チュニジア、モロッコ等に分布。ポ

ルトガルには３分の１の森がある。採取量のシェア

は 50％。他国からも輸入し、世界の 75％のコルク

をポルトガルで生産している

パウロ・トランコソ / 長崎県大村市で
勤務後コルク業界に入り、ポルトガル
コルク工業会の日本代表を務める。日
本とポルトガルと行き来しながら、コ
ルクの理解と普及に取り組んでいる。

新世代コルクで表現するデザイン

PROFILE

畳は南欧、コルクは日本
「日本の畳が大好きでポルトガルの家で
も使っています。日本では夏に不在で
閉め切っていたら、畳がカビだらけに
なってしまいました。だから日本では
カビの生えないコルクフロア、夏場に
乾燥するポルトガルでは、日本の畳が
いいですね」

Natural Cork Design

多様なデザインに対応する多彩な色調とパターン

ポルトガル

フランス

イタリア

スペイン

北アフリカ

コルク樫の分布図

（
詳
細
は
ジ
ャ
ー
ナ
ル
２
０
１
１
年
５
月
号
）




